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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連続値回帰分析において用いられる特徴を選択する方法であって、
　入力としてトレーニングデータセットを提供するステップであって、該トレーニングデ
ータセットは特徴及び対応する目標値を含み、該目標値は連続しており、前記特徴ごとに
１つの目標値が存在するものと、
　閾値に対して各前記目標値を閾値処理及び離散化するステップであって、離散化された
目標値を生成するものと、
　前記離散化された目標値を用いて前記特徴にカテゴリー特徴選択を適用するステップで
あって、選択された特徴をもたらすものと、
　を含み、前記ステップはプロセッサにおいて実行される、方法。
【請求項２】
　前記選択された特徴を用いて連続値回帰分析を実行するステップをさらに含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記閾値処理及び離散化するステップは、前記目標値が分割される１つ又は複数の閾値
に対するものである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　単一の閾値を、前記トレーンングデータセットにおける前記目標値の中央値になるよう
に選択するステップであって、結果として平衡の取れたクラスをもたらすものをさらに含
む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記１つ又は複数の閾値は用途に特有の知識に基づく、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記回帰分析は非線形である、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記回帰分析は最小絶対偏差及びｌ１正則化を用いた異分散サポートベクター回帰であ
る、請求項１に記載の方法。
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